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 本論文の第3の貢献は、近年構築されたWorld Input-Output Databaseという最も
多くの国をカバーする国際産業連関表を活用して、中間財最終財別・産業別・相手
国別に、トルコの貿易収支の推移を詳細に分析したことである。このような分析を
通じて、産業の高度化、海外直接投資の流入という、近年の顕著な変化がトルコ経
済に及ぼす影響が動態的に分析されている。さらに、トルコに進出した多国籍企業
の製品戦略と輸送機械分野の貿易収支との関係も、明らかにされている。 
 このように、本論文が当該分野にもたらした貢献はきわめて大きいが、審査にお
いて、以下のような問題点が指摘された。第1に、本論文は2011年までのトルコを分
析対象としているが、2011年以降もかなり大きな変化が起きている。産業連関表作
成のタイムラグによる産業連関データの欠如が、2011年以降の分析が欠けている原
因であろうが、マクロ経済的分析や制度分析などは可能であろう。第2に、FDIの流
入にともなう技術輸入などの部分的説明はあるものの、輸出財部門の労働生産性上
昇の持続に関する説明が十分に展開されていない。第3に、インフレ率を低下させる
ために、政労使の3者間協議を通じて、輸出財の労働生産性上昇率の程度にまで、賃
金上昇率を抑制すべきであるとの政策提言がなされているが、政労使の3者間協議の
実現可能性やそれに至るプロセスが十分に明らかにされていない。 
しかしながら、これらの問題点は、本論文の価値を損なうものではなく、むしろ
申請者によって今後追究されるべき課題である。 
 よって、本論文は博士（経済学）の学位を授与するに値する論文であると認定す
る。なお、平成28年7月26日に、論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果、
合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
